
比
し
宋
で
法
制
が
大
進
展
を
と
げ
た
黙
は
、
右
の
数
字
に
も
歴
然
た
る
所
と
い

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
て
以
上
瞥
見
し
た
如
く
、

『
唐
代
法
制
研
究
』
は
唐
史
の
専
家
が
著
し
た

唐
代
法
制
の
研
究

・
概
観
と
し
て
ま
こ
と
に
有
盆
な
著
作
で
あ
る
。
奮
字
鐙
を

使
用
し
、
引
用
文
は
筆
篤
鐙
で

一
見
明
瞭
に
識
別
さ
れ
、
難
解
な
内
容
の
割
に

は
譲
み
や
す
い
。
叙
述
は
項
目
を
分
っ
て
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
、
終
始
原
資

料
に
錬
っ
た
着
賞
な
構
成
で
空
論
を
挿
ま
な
い
。
細
部
に
例
え
ば
三
頁
五
行

張
行
成
を
張
行
丞
に
作
り
、
二
八
頁
七
行
令
狐
徳
棄
を
令
孤
徳
棄
に
作
り
、

二
=
二

頁
七
行

ωが
ωに
替
る
類
の
誤
植
が
稀
に
自
に
つ
き
、
文
宗
の
元
銃

大
和
を
す
べ
て
太
和
に
作
る
の
を
除
け
ば
、
校
正
も
行
届
い
て
い
る
。
或
い
は

他
人
の
研
究
文
献
へ
の
言
及
の
少
い
貼
に
不
安
を
舞
え
る
向
き
も
あ
る
か
も
知

れ
ぬ
が
、
文
革
の

一
O
年
を
睡
験
し
た
著
者
の
研
究
環
境
を
考
え
れ
ば
、

護
措問

や
日
本
の
論
著
を
自
由
に
委
関
し
得
な
か
っ
た
の
は
嘗
然
で
、
唐
律
疏
議
等
原

資
料
に
ひ
た
す
ら
打
込
ん
だ
か
ら
こ
そ
本
書
の
研
究
が
産
ま
れ
得
た
の
で
あ

る
。
そ
の
貼
で
八

0
年
代
の
著
者
の
唐
代
法
制
へ
の
集
中
努
力
に
劉
し
、

深
い

敬
意
を
究
え
る
次
第
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
六
月

肇
北
文
津
出
版
社

A
5
剣
三
二
二
頁
新
蓋
幣
三

O
O元
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高
橋
芳
郎
著

宋
l
清
身
分
法
の
研
究

寺

浩

明

田

木
警
は
、
高
橋
氏
(
以
下
、
著
者
〉
が
、

一
九
七
八
年
に
本
書
第

一
章
の
も

と
と
な
る
論
文
を
も
っ
て
娯
爽
と
皐
界
に
登
場
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
順
次
褒

表
さ
れ
て
き
た
身
分
法
関
係
論
文
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
集
大
成
し
、
概
ね
研

究
封
象
の
歴
史
順
に
従
っ
て
排
列
し
た
論
文
集
で
あ
る
。
最
初
に
各
章
表
題
と

そ
の
基
礎
と
な
っ
た
替
稿
表
題
を
初
出
年
と
共
に
示
せ
ば
左
の
如
く
な
る
。

第
一
章

宋
元
代
の
奴
縛

・
雇
傭
人

・
佃
僕
の
身
分
(
醤
稿
原
題
「
宋
元
代

の
奴
縛

・
雇
傭
人

・
佃
僕
に
つ
い
て
|

|
法
的
身
分
の
形
成
と
特
質
L

、

初
出
年

一
九
七
八
年
)

第
二
章

宋
元
代
の
佃
客
身
分
(
同

「宋
代
佃
戸
の
身
分
問
題
」
、
一

九
七

八
年
〉

第
三
章

中
園
史
に
お
け
る
恩
と
身
分
(
同

「中
園
史
に
お
け
る
恩
と
身
分

|

|
宋
代
以
降
の
主
佃
関
係
と
も
関
連
さ
せ
て
」
、
一
九
九
三
年
〉

第
四
章
宋
代
の
雑
人

・
雑
戸
の
身
分
(
同

「宋
代
の

「良
賎
制
」
と
雑

人
・
雑
戸
」
、
一
九
八
六
年
)

第
五
章

宋
代
の
士
人
身
分
(
同

「宋
代
の
士
人
身
分
に
つ
い
て
」
、

一
九

八
六
年
)

第
六
一章
唐
宋
閲
身
分
編
成
原
理
の
穂
換
(
同

「部
曲
・
客
女
か
ら
人
力

・

女
使
へ

1
l唐
宋
閲
身
分
編
成
原
理
の
鱒
換
」、一

九
八
六
年
)

第
七
章

明
代
の
奴
稗
・
義
子
孫
・
雇
工
人
(
同
「
明
代
の
奴
稗

・
義
子

・
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雇
工
人
|

|
高
暦
十
六
年
新
題
例
の
前
提
」
、
一
九
九
三
年
〉

第
八
章
明
末
清
初
期
、
奴
稗

・
雇
工
人
身
分
の
再
編
と
特
質

(同
題
、

九
八
二
年
)

附
論
乾
隆
五
三
年
僚
例
の
解
稗
を
め
ぐ
っ
て
(
第
一
章
の
も
と
と
な
っ
た

醤
稿
の
第
二
章
第
三
節
〉

著
者
に
よ
れ
ば

「
本
蓄
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
鐙
裁
を
統
一
し
、
明
確
な

課
り
は
正
し
、
い
く
つ
か
の
史
料
を
補
充
し
た
が
、
第
二
章
の
第

一
節
〔
評
者

補
「
主
佃
幕
法
の
展
開
と
そ
の
特
徴
」
〕
を
除
い
て
、
論
旨
の
基
本
黙
は
維
持

さ
れ
て
い
る
」
(
一
日
〉
と
い
う
。
ま
た
第

一・

二
・
六
・
七

・
八
の
各
章
末
尾

に
は
、
沓
稿
に
封
す
る
批
判
へ
の
回
答
を
主
と
す
る
短
い
〈
補
記
〉
が
附
さ
れ

て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
自
設
を
再
確
認
す
る
内
容
で
あ
る
。

論
文
集
と
い
う
形
式
に
鑑
み
れ
ば
、
ま
ず
は
順
を
追
っ
て
各
一
軍
毎
の
内
容
紹

介
を
行
う
べ
き
所
だ
が
、
そ
れ
は
著
者
自
身
が
本
書

「
は
し
が
き
」
で
既
に
行

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
著
者
は

「
本
書
は
全
慢
と
し
て
、
書
き
下
ろ
し
の

著
作
の
よ
う
な
綿
密
な
論
理
構
成
や

一
貫
し
た
論
理
に
乏
し
く
、
ま
た
史
料
や

叙
述
の
重
複
も
少
な
く
な
い
」
(

i

)

と
謙
遜
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
引
き
綴

く
、
本
書
の
大
部
分
は
第
一
章

・一

九
七
八
年
論
文
の
敷
街

・
補
正

・
詳
論
に

過
ぎ
な
い
と
の
解
説
が
却
っ
て
示
す
如
く
、
本
書
を
構
成
す
る
個
々
の
論
文

・

個
々
の
研
究
作
業
自
鐙
が
、
貨
は
最
初
か
ら

一
つ
の
大
き
な
全
陸
構
想
の
各
側

面
と
し
て
紡
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
の
困
難
な
作
業
が
漸

く
一
匡
切
り
つ
い
て
本
書
が
編
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
書
評
も
、
徐

り
章
立
て
に
は
拘
ら
ず
に
、
む
し
ろ
本
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
現
時
黙
に
お
け

る
著
者
の

「
宋
J
清
身
分
法
」
研
究
の
全
僅
を
そ
の
構
成
要
素
別
に
ざ
つ
く
り

と
紹
介
し
、
つ
い
で
そ
れ
に
劃
す
る
評
者
の
感
想
を
(
こ
れ
ま
た
ざ
つ
く
り
と

し
た
仕
方
で
)
封
置
す
る
仕
方
を
と
る
こ
と
に
し
た
い
。

著
者
の
研
究
を
構
成
す
る
第

一
の
大
き
な
要
素
は
、
そ
れ
ま
で
民
閲
用
語
と

法
律
用
語
、
経
済
的
生
産
関
係
と
日
常
的
生
活
関
係
、
身
分
的
範
時
と
階
級
的

範
岡
崎
の
区
別
を
除
り
意
識
せ
ず
に
、
ま
た
そ
の
限
り
で
各
論
者
毎
に
幾
分
か
主

観
的
な
讃
み
込
み
が
な
さ
れ
て
き
た
宋
元
期
の

「
奴
僕
」
「
傭
賃
L

「佃
僕
・

地
客
」

「佃
客
」
等
々
関
連
の
諸
史
料
を
、
徹
底
し
て
自
魔
的
に
法
身
分
と
い

う

一
つ
の
親
角
か
ら
讃
み
直
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
宋
元
の
祉
曾
的
隷
属
民
の
存

在
諸
形
態
を
再
構
成
す
る
と
い
う
史
料
貸
益
的
な
作
業
で
あ
る
。

聞
ち
著
者
に
よ
れ
ば
、
宋
元
民
閲
史
料
に
現
れ
る

「
奴
稗
」
の
殆
ど
す
べ
て

は
、
そ
の
出
自
を
辿
っ
て
み
れ
ば
、
漢
唐
以
来
の
園
家
的
賎
民
身
分
た
る
奴
稗

で
は
な
く
、
む
し
ろ
典
雇
等
の
形
で
「
長
期
に
わ
た
っ
て
雇
傭
さ
れ
、
雇
傭
期

問
中
は
主
家
内
に
居
住
し
そ
の
経
営
内
に
包
括
さ
れ
て
生
活
す
る
」
(一一
一一一頁〉

あ
る
い
は

「
主
家
と
同
居
し
衣
食
の
給
養
を
受
け
る
」
(
二
九
頁
)
良
民
連
で

あ
り
、
ま
た
犯
罪
夜
生
時
に
彼
ら
に
適
用
さ
れ
た
法
令
も
奴
稗
律
で
は
な
く
雇

傭
人
法
で
あ
っ
た
(
そ
の
意
味
で
彼
ら
の
法
身
分
は
奴
稗
身
分
で
は
な
く
雇
傭

人
身
分
で
あ
る
〉
。

こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
宋
元
雇
傭
人
法
は
山
富
時
あ
っ
た
日

雇
い
や
生
業
補
完
的
な
季
節
雇
い
等
の
雇
用
関
係
全
部
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
中
の
上
述
の
如
き
特
定
の

一
形
態
を
念
頭
に
立
法
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
宋
元
佃
戸
に
つ
い
て
も
同
様
の
仕
方
で
再
検
討
を
行

い
、
そ
の
内
貨
を
、
上
述
「
奴
稗
」
H
H
雇
傭
人
と
類
似
し
た
吐
曾
関
係
に
よ
っ

て
田
主
と
結
ば
れ
、
国
主
に
劃
し
て
「
主
僕
の
分
」
が
あ
る
層
(
佃
僕

・
地

客
)
と
、
専
ら
租
佃
契
約
に
よ
っ
て
田
主
と
結
ば
れ
、
国
主
と
の
開
に
「
主
佃

の
分
」
が
あ
る
層
(
佃
客
〉
と
に
大
分
し
、
所
謂
「
主
佃
事
法
」
の
適
用
封
象

は
後
者
で
あ
る
こ
と
、
前
者
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
上
記
の
雇
傭
人
法
が
適
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
彼
ら
を
巡
っ
て
記
さ
れ
る
国
主
へ
の
人
的
隷
属
現
象
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も
、
彼
ら
の
雇
傭
人
と
し
て
の
立
場
が
生
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
骨
田
時
の
租
佃

関
係
全
般
に
披
大
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
ず
る
。

こ
の
枠
組
み
の
全
慢
は
本
書
第
一
草
で
示
さ
れ
る
。
た
だ
そ
の
中
で
も
皐
設

的
樹
立
が
厳
し
く
、
ま
た
そ
の
一
一
に
史
料
解
律
上
の
問
題
が
絡
む
宋
元
明
期

の
佃
客
に
関
す
る
難
問
三
勲
、
即
ち
宋
元
聞
の
主
佃
身
分
格
差
の
歴
史
的
推

移
、
主
僕
の
分
か
ら
長
幼
の
序
へ
と
い
う
仁
井
田
陵
設
の
嘗
否
、
佃
戸
移
縛
禁

止
法
令
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
特
に
第
二
一章
が
割
り
振
ら
れ
る
(
第
一

・
第
二

論
黙
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。

第
二
の
大
き
な
仕
事
は
、
宋
以
降
の
雇
傭
人
身
分
・
佃
戸
身
分
(
あ
る
い
は

雇
傭
人
法
H
雇
工
人
律
お
よ
び
主
佃
専
法
)
の
身
分
法
的
な
特
色
・
「
身
分
編

成
原
理
」
を
、
奴
縛
身
分
・
奴
解
律
と
の
制
到
比
で
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
理
論

的
な
反
省
作
業
で
あ
る
。
即
ち
著
者
に
よ
れ
ば
、
同
じ
被
差
別
身
分
と
言
っ
て

も
、
漢
唐
以
来
の
古
典
的
な
奴
稗
身
分
が
「
園
家
的
身
分
」
即
ち
「
園
家
の
制

度
、
法
令
、
政
策
な
ど
を
深
奥
で
規
定
づ
け
た
支
配
理
念
に
基
づ
い
て
演
線
的

に
設
定
さ
れ
た
身
分
」
(
二
三
五
頁
)
で
あ
る
の
に
射
し
て
、
雇
傭
人
身
分
等

は
「
良
民
内
部
の
私
的
支
配
隷
属
関
係
の
中
か
ら
一
定
の
相
封
的
基
準
を
抽
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鱒
納
的
に
定
立
さ
れ
た
」
(
二
四
二
頁
)
身
分
で
あ
る
。

奴
稗
身
分
は
園
家
が
行
う
良
民
身
分
の
剥
奪
行
震
に
基
づ
い
て
愛
生
し
、
ま
た

そ
れ
ゆ
え
全
良
民
に
劃
す
る
差
別
を
生
み
出
す
の
に
劉
し
て
、
後
者
の
背
後
に

あ
る
の
は
首
一
一
該
雇
傭
人
佃
戸
が
主
人
・
主
家
に
削
到
し
て
持
つ
社
曾
生
活
上
の
依

存
隷
属
質
態
で
あ
り
、
身
分
的
格
差
も
そ
の
人
関
関
係
の
一
中
で
の
み
論
じ
ら

れ
、
し
か
も
ま
た
依
存
寅
態
は
無
限
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
以
上
は
、
法

適
用
に
際
し
て
必
ず
依
存
程
度
の
認
定
問
題
が
挟
ま
る
(
雇
傭
人
の
す
べ
て
が

所
謂
「
雇
傭
人
身
分
」
に
な
る
謬
で
は
な
い
〉
。
雨
身
分
の
聞
に
あ
る
演
線
的

と
鴎
納
的
、
紹
制
到
的
階
層
的
と
相
閥
的
個
別
的
と
い
っ
た
性
格
の
相
違
は
、
氏

以
前
に
も
例
え
ば
重
田
徳
氏
に
よ
っ
て
指
摘
は
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
鐙
系

的
全
面
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
氏
の
大
き
な
功
績
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
理

論
的
枠
組
み
の
開
設
が
第
一
の
仕
事
を
豪
か
ら
支
え
、
ま
た
後
述
す
る
第
一
一
一
の

仕
事
の
前
提
を
な
し
た
。

そ
し
て
こ
の
認
識
は
著
者
に
更
に
二
つ
の
聞
い
を
問
わ
せ
た
。
即
ち
ま
ず
第

一
に
、
図
制
と
は
直
接
に
関
係
し
な
い
雇
傭
や
租
佃
と
い
っ
た
「
私
的
な
祉
曾

関
係
の
場
」
に
ま
で
園
家
が
敢
え
て
「
法
的
身
分
的
差
別
を
設
け
る
根
録
」
は

何
か
。
そ
し
て
著
者
は
ま
ず
宋
か
ら
清
の
奴
稗
備
工
と
宋
元
の
佃
客
を
巡
っ
て

見
え
る
主
人
犯
罪
容
隠
の
可
否
、
主
家
と
彼
ら
の
聞
で
窃
盗
事
案
が
起
こ
っ
た

時
の
減
刑
措
置
等
の
検
討
を
通
じ
て
、
主
人
と
奴
牌
・
傭
工
・
佃
戸
の
関
係
が

ど
れ
も
同
じ
く
親
廊
関
係
に
類
比
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
身
分
差
別
の

共
通
す
る
根
援
を
彼
ら
が
主
人
か
ら
受
け
た
「
恩
義
L

と
い
う
祉
曾
質
態
に
求

め
、
ま
た
そ
の
恩
義
の
深
浅
を
決
定
附
け
る
諸
要
因
を
検
討
す
る
(
第
三
一章
)。

し
か
し
そ
の
答
え
は
直
ち
に
箸
者
に
第
二
の
聞
い
を
突
き
つ
け
た
。
と
い
う
の

も
祉
曾
質
態
に
着
目
す
る
限
り
、
例
え
ば
主
佃
関
係
を
と
っ
て
み
れ
ば
「
中
園

史
に
お
け
る
長
い
主
佃
関
係
の
歴
史
に
お
い
て
、
紹
え
ず
一
般
に
そ
う
し
た
上

下
関
係
が
存
在
し
た
」
(
一
五

一
頁
〉
。
し
か
し
主
佃
専
法
は
宋
元
代
に
し
か

現
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
そ
し
て
著
者
は
そ
の
答
え
を
再
び
園
家
の

側
・
「
王
朝
の
支
配
理
念
」
の
相
違
に
求
め
る
ハ
第
三
章
末
尾
〉
。
「
宋
代
に
至

っ
て
佃
客
や
雇
傭
人
の
法
身
分
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
法
制
の
場
へ

の
反
映
を
阻
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
私
的
支
配
隷
属
関
係
を
容
認
し
な
い
と

い
う
唐
朝
の
支
配
理
念
が
放
棄
さ
れ
、
新
た
に
そ
れ
を
容
認
・
公
許
す
る
と
い

う
宋
朝
の
支
配
理
念
へ
と
鱒
換
し
た
か
ら
な
の
で
あ
る
」
(
一
五
一
頁
)
。
な
ら

ば
明
清
に
再
び
主
佃
事
法
が
消
え
る
理
由
は
何
か
。
著
者
は
そ
の
答
え
を
も
明

朝
の
支
配
理
念
・
明
朝
に
お
け
る
良
賎
制
の
あ
り
方
の
中
に
求
め
て
行
く
(
こ
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の
問
頭
に
つ
い
て
は
後
述
)
。

な
お
第
四
章
は
、
具
値
的
に
は
宋
代
に
生
ま
れ
た

「
賎
業
に
よ
る
区
別
の
観

念
」
の
代
表
例
と
し
て
雑
類
・
雑
人

・
雑
戸
を
取
り
上
げ
、
特
に
雑
戸
が
多
く

官
妓
の
別
穏
で
あ
っ
た
こ
と
(
し
か
し
そ
れ
は
園
家
的
な
賎
身
分
で
は
な
か
っ

た
こ
と
)
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
、
ま
た
第
六
一誌
は
、
具
陸
的
に
は
唐
律
上
の

部
曲
を
社
告
聞
に
存
す
る
何
ら
か
の
私
的
殺
厩
形
態
の
法
的
反
映
と
考
え
よ
う
と

す
る
従
来
の
研
究
史
に
謝
し
て
、
そ
れ
を
園
家
的
身
分
た
る
奴
稗
が
解
放
後
も

「
な
お
沓
主
人
の
下
に
留
め
置
か
れ
た
者
」
(
二
三
二
頁
〉
に
他
な
ら
な
い
こ

と
(
即
ち
そ
れ
も
ま
た
園
家
的
な
賎
民
身
分
で
あ
る
こ
と
〉
を
史
料
的
に
貧
設

す
る
作
業
で
あ
る
。
た
だ
著
者
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
上
述
の
唐
宋

開
に
お
け
る
支
配
理
念
・
身
分
編
成
原
理
の
鱒
換
論
を
側
面
か
ら
補
強
す
る
作

業
と
い
う
位
置
づ
け
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

第
三
の
大
き
な
仕
事
は
、
研
究
史
上
繰
り
返
し
部
分
的
に
言
及
さ
れ
つ
つ
も

必
ず
し
も
全
貌
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
、
明
初
か
ら
始
ま
り
蔦
暦
十
六
年
新

題
例
を
経
て
清
代
乾
隆
五
三
年
篠
例
に
ま
で
至
る
明
清
奴
解
雇
工
人
身
分
法
を

め
ぐ
る
法
規
定
と
法
寅
務
の
推
移
過
程
を
、
そ
の
背
景
に
遡
っ
て
丁
寧
に
辿
る

仕
事
で
あ
る
。
第
七
章
・
第
八
一章
・
附
論
が
そ
れ
に
充
て
ら
れ
る
。

分
析
作
業
は
全
面
的
で
あ
り
ど
の
部
分
も
貴
重
だ
が
、
中
で
も
特
に
次
の
四

貼
が
重
要
な
貢
献
で
あ
る
。

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
順
に
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
第

一
に
、
従
前
、
雇
傭
寅
態
の
歴
史
的
幾
化

・
雇
備
品
目
働
者
の
身
分
解
放
の
詮
援

と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
明
清
雇
工
人
傑
例
の
改
定
過
程
に
つ
い
て
、
上
記
し

た
宋
元
雇
傭
人
身
分
研
究
の
成
果
を
存
分
に
活
用
し
て
次
の
様
に
断
ず
る
。
即

ち
、
そ
の
改
訂
過
程
は
ど
の
程
度
の
依
存
寅
態
あ
る
者
を
雇
工
人
律
の
適
用
封

象
と
す
る
か
と
い
う
(
相
閥
的
身
分
に
必
然
的
に
伴
う
)
依
存
程
度
の
認
定
問

題
を
め
ぐ
っ
て
園
家
側
が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
「
単
な
る
立
法
技
術
上
の

必
要
か
ら
す
る
改
修
」

(三

O
四
頁
)
過
程
と
し
て
理
解
し
得
、
ま
た
そ
れ
で

理
解
し
牽
く
さ
れ
て
し
ま
う
。
第
二
に
、
薙
正
五
年
傑
例
以
降
の
社
告
間
的
事
質

的
重
度
隷
属
者
層
へ
の
奴
稗
律
の
直
接
適
用
、
雇
工
人
律
類
似
の
錦
納
的
な
奴

稗
身
分
認
定
方
法
が
「
中
園
社
告
聞
に
俸
統
的
な
奴
稗
の
身
分
編
成
原
理
と
は
異

質
」
(
三

O
一
頁
)
な
清
期
に
特
有
な
新
現
象
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘

し
、
ま
た
同
時
に
、
し
か
し
奴
稗
と
雇
工
人
の
差
異
を
質
的
に
で
は
な
く
「
量

的
な
服
役
期
間
の
長
短
へ
と
還
元
し
て
ゆ
く
認
識
」
が
既
に
明
律
注
緯
書
の
中

に
も
見
え
て
い
る
こ
と
を
周
到
に
指
摘
す
る
〈
二
八
九
頁
)
。
第
三
に
、
高
暦

十
六
年
新
題
例
に
見
え
る
「
其
財
買
義
男
、
:
:
:
思
養
禾
久
不
曾
配
合
者
、
士

庶
之
家
以
雇
工
人
論
、
緒
紳
之
家
比
照
奴
縛
律
論
」
と
い
う
奇
妙
な
(
そ
し
て

現
貨
に
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
)
規
定
方
法
の
背
景
に
は
、
功
臣
で
も
庶
民
で
も

な
い
官
僚
紳
士
層
の
奴
稗
保
有
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
明
代
宇
ば
以
来
存
し
た
拳

設
上

・
質
務
上
の
綱
引
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
更
に
庚
く
言
う
な
ら
、

奴
稗
は
功
臣
の
家
に
の
み
給
し
且
つ
庶
民
の
奴
稗
保
有
は
禁
止
す
る
〈
戸
律
戸

婚
「
立
嫡
子
違
法
」
篠
末
尾
〉
と
い
う
明
期
特
有
の
政
策
が
明
清
奴
稗
雇
工
人

法
制
に
針
し
て
輿
え
た
影
響
を
庚
く
検
討
し
た
。
そ
し
て
ま
た
ま
さ
に
そ
の
影

響
の
一
部
で
も
あ
る
が
、
第
四
に
、
明
代
半
ば
か
ら
奴
稗
律
の
直
接
的
適
用
が

始
ま
る
清
初
ま
で
「
義
男

・
義
女
」
名
目
で
の
質
質
的
な
奴
稗
保
有
が
盛
行

し、

法
質
務

・
篠
例
文
中
に
お
い
て
も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
一
憲
一
味
で
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
盟
富
な
史
料
で
示
し
た
。
著
者
の
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
明

清
奴
稗
雇
工
人
法
史
が

一
皐
に
陰
影
の
深
さ
を
増
し
た
こ
と
は
誰
も
が
否
定
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
様
に
整
理
し
来
た
る
と
最
後
に
、
本
書
第
五
章

・
宋
代
士
人
身

分
研
究
が
一
つ
だ
け
残
る
こ
と
に
な
る
。

一該一
一章
は
宋
代
史
料
に
現
れ
る

「
士

人

・
士
子
・
士
類
」
の
内
寅
を
官
僚
身
分
を
持
た
な
い
讃
書
入
居
と
確
定
し
た
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上
で
そ
の
「
身
分
」
的
性
格
を
検
討
し
、
そ
こ
に
は
彼
ら
の
郷
村
に
お
け
る
活

動
、
郷
村
社
合
閏
側
や
地
方
官
側
の
遇
し
方
、
社
曾
集
圏
と
し
て
の
力
量
と
い
っ

た
祉
曾
的
基
礎
と
同
時
に
、
士
人
に
相
到
す
る
役
法
上
の
特
権
、
刑
法
上
の
優
菟

措
置
(
庚
い
照
刑
の
範
囲
、
ま
た
軽
罪
に
つ
い
て
皐
規
に
よ
る
慮
罰
「
致
刑
」

で
代
え
る
措
置
。
但
し
数
刑
を
適
用
す
る
か
否
か
は
地
方
官
の
自
由
裁
量
に
よ

る
〉
と
い
っ
た
園
家
的
承
認
の
側
面
も
見
て
取
れ
る
と
論
ず
る
。
執
筆
時
期
も

編
別
構
成
上
も
宋
代
雑
戸
論
と
並
ぶ
位
置
に
立
つ
が
、
雑
戸
論
が
そ
の
前
後
と

の
開
で
な
お
良
賎
制
論
と
い
う
結
び
つ
け
先
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
の
に
針
し
、

士
人
論
は
奴
稗
論
と
も
雇
傭
人
論
と
も
論
理
的
な
繋
が
り
を
敏
い
て
い
る
。
と

い
う
よ
り
扱
う
封
象
自
鐙
が
、
二
者
聞
の
恩
顧
関
係
に
基
づ
き
個
別
的
に
生
ず

る
相
関
的
身
分
関
係
で
も
な
い
が
、
か
と
号一
口
っ
て
奴
解
身
分
の
様
に
園
家
の
身

分
付
奥
剥
奪
行
震
に
よ
っ
て
一
方
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
、
つ
ま

り
本
書
を
貫
通
す
る
身
分
論
の
論
理
枠
組
み
の
中
に
は
牧
ま
り
き
れ
な
い
存
在

な
の
で
あ
る
。

第
四
の
大
き
な
仕
事
が
今
後
こ
こ
か
ら
擦
が
っ
て
ゆ
く
の
か
も

し
れ
な
い
。
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さ
て
、
本
研
究
全
鐙
が
持
つ
皐
設
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
改
め
て
賓
言
を

要
し
な
い
だ
ろ
う
。
奴
解
雇
傭
人
佃
戸
の
法
身
分
の
問
題
の
上
に
は
、
祉
舎
の

中
に
あ
る
諸
人
開
閉
の
依
存
関
係
を
ど
の
様
な
基
軸
で
整
理
す
る
か
と
い
う
問

題
や
、
そ
う
し
た
賓
態
に
基
づ
い
て
自
ず
と
祉
舎
の
中
で
生
成
さ
れ
る
上
下
関

係
と
園
家
の
手
に
よ
る
法
的
な
身
分
規
制
と
を
ど
の
様
な
配
置
で
整
理
す
る
か

と
い
う
問
題
が
、
折
り
重
な
り
あ
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
七

0
年

代
ま
で
は
、
前
者
の
問
題
は
殆
ど
ア
プ
リ
オ
リ
に
奴
隷
制
や
農
奴
制
と
い
っ
た

生
産
関
係
の
問
題
と
等
宣
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
仁

井
田
陸
氏
の
粧
品
目
的
な
力
関
係
が
法
の
形
で
表
現
さ
れ
る
と
い
う
単
純
な
反
映

論
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
主
佃
専
法
を
見
て
は
宋
代
に
お
け
る
農
奴
制
の
成
立

を
論
じ
、
雇
工
人
律
の
改
訂
過
程
を
見
て
は
明
末
清
初
に
お
け
る
第
一
次
農
奴

解
放
を
論
ず
る
と
い
う
仕
方
は
、
そ
う
し
た
単
純
化
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
著
者
が
現
れ
て
次
の
様
な
一
連
の
毅
一
吉
を
行
っ
た
。
即

ち
、
奴
縛
身
分
は
生
産
関
係
の
反
映
で
は
な
く
、
む
し
ろ
特
異
な
支
配
理
念
に

基
づ
き
園
家
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
園
制
的
な
身
分
で
あ
る
。
雇
傭
人
身
分
は

確
か
に
祉
曾
賓
態
の
反
映
で
あ
る
が
、
そ
の
基
盤
は
雇
用
契
約
関
係
そ
れ
自
慢

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
に
起
因
す
る
生
活
上
の
依
存
関
係
・
恩
顧
関
係
に

あ
り
、
し
か
も
宋
元
に
つ
い
て
言
え
ば
そ
の
社
曾
経
済
事
的
内
貨
は
賃
努
働
と

い
う
よ
り
家
内
奴
隷
で
あ
る
。
明
清
雇
工
人
律
の
改
訂
は
相
関
型
身
分
に
特
有

の
依
存
程
度
の
認
定
問
題
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
曾
寅
態
上
の
歴
史

的
措
変
化
を
示
唆
し
な
い
、
等
々
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
し
て
従
前
の
議
論
の
基

礎
に
知
ら
ぬ
内
に
混
じ
り
込
ん
で
い
た
諸
前
提
を
次
々
に
暴
き
出
し
、
因
習
的

な
論
理
連
関
を
あ
っ
さ
り
と
解
値
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
い
は
換
言
す
れ
ば
、

著
者
の
方
法
的
に
自
究
的
な
論
理
操
作
を
通
じ
て
、
初
め
て
こ
の
問
題
が
持
つ

諸
次
元
が
上
述
の
様
に
整
理
さ
れ
、
ま
た
奴
解
法
身
分
・
雇
傭
人
法
身
分
が
持

つ
固
有
の
位
置
と
特
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
著
者
に
至
っ
て

宋
元
明
清
期
の
奴
稗
佃
戸
雇
工
人
「
身
分
法
L

研
究
は
初
め
て
自
立
を
遂
げ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

た
だ
、
今
回
こ
う
し
て
一
警
に
儲
め
ら
れ
た
機
舎
に
そ
の
研
究
の
全
健
を
讃

み
直
し
て
み
る
時
、
改
め
て
そ
の
劃
期
的
な
意
義
に
思
い
至
る
と
同
時
に
、
や

は
り
幾
つ
か
の
疑
問
が
浮
か
ば
な
い
謬
で
は
な
い
。
著
者
の
諸
研
究
の
完
成
度

の
高
さ
故
か
、
昨
今
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
は
往
時
の
活
裂
さ
を
依
い
て

い
る
。
評
者
の
よ
う
な
門
外
漢
の
す
る
問
題
提
起
で
も
、
議
論
の
再
活
性
化
の

役
に
は
立
つ
だ
ろ
う
。
以
下
、
非
力
を
承
知
で
著
者
が
示
す
中
園
身
分
法
史
の
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全
鰻
構
想
に
関
わ
る
大
き
な
疑
問
を
二
貼
(
結
局
は
表
裏
す
る
一
黙
な
の
か
も

し
れ
な
い
て
個
別
の
論
理
構
成
・

事
質
認
識
に
関
す
る
小
さ
な
疑
問
を
三
貼

述
べ
、
著
者
の
反
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
の
大
き
な
問
題
。
宋
i
清
の
身
分
法
史
の
金
鍾
推
移
を
ど
の
様
に
整
理

す
る
か
。
著
者
が
本
書
全
健
で
示
す
構
図
は
、
「
漢
代
以
来
の
良
賎
制
は
宋
代

に
至
っ
て
消
滅
し
、
そ
の
結
果
新
た
に
雇
傭
人
法
が
成
立
し
た
」
、
し
か
し
そ

の
「
宋
代
に
消
滅
し
た
良
賎
制
は
元
代
に
復
活
し
明
代
に
も
承
け
縫
が
れ
た

が
、
明
代
の
良
賎
制
は
漢
唐
の
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
性
格
を
異
に
し
て
い
た
」
、

そ
し
て
「
清
代
に
は
そ
れ
ま
で
の
千
数
百
年
に
わ
た
る
良
賎
制
と
は
異
な
る
奴

舛
規
定
が
創
設
さ
れ
た
」
(
以
上
、
は
し
が
き
〉
と
い
っ
た
良
賎
制
を
基
軸
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
宋
代
を
「
良
賎
制
の
消
滅
」
時
期
と
し
て
、
先
行

す
る
撲
唐
ば
か
り
か
引
き
綴
く
元
明
清
と
も
区
別
封
比
す
る
貼
に
大
き
な
特
徴

が
あ
る
(
ち
な
み
に
こ
の
震
後
の
論
黙
は
著
者
の
初
期
論
文
で
は
裏
に
隠
れ
て

徐
り
目
立
た
な
か
っ
た
論
黙
で
あ
る
。
評
者
は
本
蓄
を
讃
ん
で
著
者
の
研
究
を

貫
く
こ
の
針
比
の
強
さ
に
-
初
め
て
気
が
附
い
た
)
。
し
か
し
こ
の
論
法
は
何
庭

ま
で
設
得
的
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
著
者
は
、
宋
代
民
聞
社
舎
に
は
漢
唐
や
元
明
清
と
は
異
な
り
、
律
が
想

定
す
る
よ
う
な
園
家
的
法
身
分
と
し
て
の
私
奴
稗
が
殆
ど
貧
在
し
な
か
っ
た

(
ま
た
そ
れ
ゆ
え
宋
代
に
は
奴
牌
や
良
践
に
つ
い
て
の
新
規
立
法
も
無
い
し
裁

剣
例
も
無
か
っ
た
)
と
い
う
事
賞
を
繰
り
返
し
示
す
が
〈
一
二
頁
以
下

・
一
五

九
頁
以
下
等
)
、
単
純
な
論
理
皐
に
従
え
ば
、
そ
の
こ
と
は
良
賎
制
と
い
う
制

度
あ
る
い
は
理
念
の
消
滅
の
謹
援
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
封
し
て
、
同
じ
く

著
者
が
一
示
す
、
宋
朝
園
家
は
世
上
謂
う
所
の

「
奴
縛
」
に
針
し
て
決
し
て
奴
解

律
を
適
用
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
、
彼
ら
を
雇
用
さ
れ
た
良
民
と
し
て
扱
お
う

と
し
た
と
い
う
事
貨
の
方
は
、
む
し
ろ
宋
朝
園
家
に
お
い
て
も
漢
唐
以
来
の
惇

統
的
な
奴
縛
観
念
が
正
確
に
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
却
っ
て
示
す
。
そ
し
て

元
朝
・
明
朝
が
用
い
た
奴
稗
概
念
も
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
事
質
的
隷
属
者

層
に
奴
鉾
律
を
適
用
し
た
清
朝
す
ら
も
犯
罪
波
官
系
統
の
古
典
的
奴
稗
制
度
を

駿
棄
し
た
謬
で
は
な
い
(
こ
の
勲
は
著
者
も
認
め
る
。

三
O
一
頁
)
。
つ
ま
り

正
統
的
な
奴
縛
側
に
つ
い
て
言
う
限
り
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
皐
な
る
制
度
利
用

の
盛
衰
に
過
ぎ
ず
、
制
度
枠
組
み
自
鐙
は
一
貫
し
て
同
じ
も
の
が
存
績
す
る
と

い
う
他
は
な
い
(
そ
し
て
そ
れ
は
清
末
ま
で
皇
喬
制
度
が
存
績
し
た
こ
と
と
も

劉
態
す
る
〉
。
少
な
く
と
も
こ
の
側
面
に
つ
い
て
は
消
滅
や
復
活
を
論
ず
る
必

要
は
な
い
。

た
だ
勿
論
、
著
者
が

「
良
賎
制
」
と
い
う
言
葉
で
主
要
に
問
題
に
す
る
の

は
、
奴
稗
の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
他
人
の
努
働
力
を
含
ま
な
い
均

質
な
小
農
民
家
族
を
園
家
の
支
配
基
盤
に
す
る
と
い
う
理
念
(
い
わ
ゆ
る
一
君

寓
民
思
想
・
湾
民
思
想
)
」
「
良
民
は
一
賎
民
以
外
に
他
人
の
労
働
力
を
保
有
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
園
家
意
志
」

(一

二
三
頁
)
の
問
題
、
つ
ま
り
は
良
民

間
の
法
身
分
間
格
差
の
有
無
で
あ
る
。
そ
し
て
良
民
間
に
法
身
分
上
の
格
差
が

な
い
(
民
相
互
の
園
制
的
な
身
分
的
格
差
と
し
て
は
唯
一
良
賎
の
差
だ
け
が
存

在
す
る
)
状
態
が
良
賎
制
の
理
念
型
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
唐
朝
が
良
民
内
部
の

質
種
的
な
斉
一
化

・
均
質
化
の
志
向
を
強
く
持
つ
の
に
刑
判
し
て
宋
朝
は
そ
う
し

た
積
極
的
意
欲
を
依
い
て
い
た
こ
と
、
そ
の
飲
如
こ
そ
が
雇
傭
人
佃
戸
に
糾
問
す

る
身
分
間
差
別
を
園
法
の
中
に
持
ち
込
ま
せ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
著
者
が
言
う

と
お
り
で
あ
る
。
確
か
に
こ
こ
に
は
「
消
滅
」
を
論
ず
る
に
足
る
大
き
な
獲
化

が
あ
る
。

し
か
し
反
面
、
も
し
着
目
す
る
も
の
が
そ
の
側
面
に
限
ら
れ
る
な
ら
、
貸
は

今
度
は
も
う
そ
の
「
復
活
」
を
論
ず
る
叫
跡
地
は
な
い
筈
で
あ
る
。
著
者
は
何
故

か
明
朝
に
お
け
る
主
佃
専
法
の
不
在
の
み
に
着
目
し
て
論
を
立
て
る
が
〈
一
五
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二
頁
等
〉
、
原
理
的
志
向
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
明
朝
も
雇
工
人
律
の
形
で
良
民

閲
に
存
す
る
社
曾
的
事
質
的
依
存
貫
態
の
法
身
分
へ
の
反
映
を
容
認
し
て
い
た

こ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
法
制
を
宋
元
よ
り
も
更
に
一
般
的
な
形
で
整
備
し

績
け
た
こ
と
は
著
者
も
詮
す
と
お
り
で
あ
る
。
雇
傭
人
法
佃
戸
法
の
存
在
を
以

っ
て
宋
朝
に
お
け
る
良
賎
制
の
消
滅
を
論
ず
る
な
ら
、
明
朝
で
も
そ
れ
は
依
然

消
滅
し
た
ま
ま
と
す
る
他
は
な
い
。
ま
た
著
者
は
、
明
律
戸
律
戸
役
「
立
嫡
子

違
法
」
篠
末
尾
に
現
れ
る
庶
民
の
家
の
奴
稗
存
養
禁
止
規
定
(
お
よ
び
他
史
料

に
見
え
る
奴
稗
保
有
主
鐙
の
功
臣
の
家
へ
の
限
定
)
を
「
庶
民
の
家
族
労
働
に

の
み
基
づ
く
ほ
ぼ
均
質
な
経
営
鐙
を
支
配
基
盤
に
し
た
い
と
い
う
洪
武
一
帝
の
統

治
理
念
の
反
映
」
(
二
五
一
一
貝
〉
と
考
え
、
し
か
も
そ
れ
を
良
民
閲
の
斉
一
化

を
目
指
す
唐
靭
的
な
支
配
理
念
の
復
活
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
同
僚

は
明
清
の
法
律
家
逮
す
ら
位
置
づ
け
に
窮
し
た
奇
妙
な
候
文
で
あ
り
評
者
に
も

定
見
が
あ
る
謬
で
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
明
律
登
載
後
・
明
代
宇
ば
以

降
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ま
さ
に
著
者
自
身
が
本
書
第
七
章
で
詳
細
に
詮
し
た
と

お
り
、
同
僚
は
奴
縛
と
良
民
を
封
比
し
た
上
で
良
民
側
の
だ
れ
が
奴
稗
保
有
主

慢
と
な
れ
る
か
(
ど
の
階
層
ま
で
が
奴
縛
を
持
っ
て
も
「
傍
分
」
「
非
分
」
で

な
い
か
)
を
論
ず
る
規
定
、
つ
ま
り
は
服
飾
や
家
廟
等
に
関
す
る
躍
制
的
諸
規

定
と
同
様
に
良
民
閲
の
「
分
」
格
差
を
む
し
ろ
却
っ
て
附
け
る
規
定
と
し
て
讃

ま
れ
て
い
た
。
ま
た
反
劉
に
明
律
登
載
前
・
明
朝
初
期
に
遡
っ
て
同
旨
規
定
を

探
す
と
『
皇
明
詔
令
」
巻
之
二
「
勧
輿
雄
俗
詔
」
洪
武
五
年
五
月
に
行
き
着
く

こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
今
度
は
戦
乱
時
に
難
民
と
な
り
奴
稗
に
零

落
し
た
人
々
を
卒
時
に
復
し
た
こ
の
段
階
で
一
翠
に
救
済
解
放
し
よ
う
と
い
う

臨
時
的
な
関
心
に
過
ぎ
な
い
(
そ
し
て
そ
の
解
放
措
置
の
例
外
と
し
て
「
功
臣

及
有
官
之
家
」
の
奴
縛
が
記
さ
れ
る
)
。
明
初
に
自
立
小
農
民
家
族
創
出
の
意

園
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
に
せ
よ
、
同
僚
を
媒
介
に
し
て
そ
の
政
策
志
向
を
良

賎
絡
み
の
湾
民
論
一
般
に
ま
で
抜
大
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
え
る
。

か
く
し
て
復
活
論
の
直
接
的
根
援
は
無
く
な
っ
た
。
し
か
も
著
者
が
詮
す
と

お
り
、
明
代
の
歴
史
を
通
じ
て
こ
の
保
有
主
僅
制
限
(
良
民
内
部
で
の
「
分
」

格
差
)
は
位
曾
側
の
墜
カ
に
よ
っ
て
順
次
弛
緩
し
、
ま
た
そ
の
裏
側
で
依
存
隷

属
者
を
(
主
要
に
は
義
子
の
名
目
で
〉
家
内
部
に
私
的
に
抱
え
込
む
事
態
は
全

祉
禽
に
蔓
延
す
る
。
そ
し
て
全
良
民
誰
で
も
が
強
度
隷
属
者
を
私
的
に
家
内
に

抱
え
込
み
得
〈
保
有
主
鐙
側
の
再
卒
準
化
)
、
し
か
も
そ
の
私
的
隷
属
者
を
身

分
的
に
は
犯
罪
波
官
に
よ
る
奴
稗
と
同
様
に
扱
う
〈
脱
落
者
側
の
徹
底
し
た
賎

民
化
〉
と
い
う
清
朝
半
ば
以
降
の
事
態
は
、
こ
の
二
つ
の
動
き
の
素
直
な
延
長

線
上
に
現
れ
た
。
奴
牌
律
適
用
原
則
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
ま
さ
に
著
者
の
言
う

と
お
り
、
そ
こ
で
決
定
的
な
一
線
が
越
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か

し
こ
と
の
貧
質
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
事
態
は
、
祉
曾
的
な
依
存
寅

態
か
ら
法
身
分
を
論
じ
て
し
ま
う
と
い
う
宋
代
に
始
ま
る
動
き
が
、
最
後
に
行

き
着
く
べ
き
所
に
行
き
着
い
た
だ
け
と
も
言
え
る
。
良
民
閲
に
中
問
的
な
法
身

分
差
を
認
め
た
途
端
に
、
良
賎
の
関
係
は
、
そ
の
本
質
に
基
づ
く
「
質
的
」
差

異
の
側
面
と
同
時
に
、
種
々
の
格
差
の
中
の
最
大
の
も
の
と
い
う
「
量
的
」
側

面
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
明
清
期
に
額
在
化
し
た
の
も
そ
の
同
じ
問

題
で
あ
る
。
明
初
「
復
活
論
」
を
挟
ま
な
い
方
が
、
宋
l
清
の
奴
稗
雇
傭
人
法

史
は
よ
り
素
直
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
の
大
き
な
問
題
。
賎
民
身
分
の
「
枇
曾
的
」
な
側
面
。
宋
元
民
間
史
料

の
「
奴
稗
」
の
内
賓
が
良
民
出
自
の
雇
傭
人
達
で
あ
り
、
ま
た
図
法
上
も
奴
縛

身
分
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
著
者
の
言
う
と
お

り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
程
に
逆
の
聞
い
は
残
る
こ
と
に
な

る
。
即
ち
、
彼
ら
が
良
民
出
自
で
あ
る
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
た
時
人
ま
で
も

が
、
ど
う
し
て
彼
ら
を
「
奴
縛
」
と
呼
び
、
し
か
も
「
終
身
賎
と
な
る
」
と
ま
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で
考
え
た
の
か
(
典
型
例
と
し
て
は
一
四
頁
等
に
繰
り
返
し
引
か
れ
る
『
那
州

小
集
』
記
事
。
誘
略
等
に
よ
り
「
終
身
吾
川
賎
」
と
な
っ
た
者
逮
を
公
権
力
の
手

で
解
放
す
れ
ば
「
可
使
遼
歯
卒
民
」
「
庶
使
脱
賎
還
良
」
と
い
う
提
言
〉
。
ま

さ
に
柳
田
節
子
氏
が
「
か
か
る
奴
稗
は
、
勿
論
、
園
家
的
賎
身
分
で
は
な
か
ろ

う
が
、
社
合
間
的
に
「
賎
」
と
意
識
さ
れ
て
い
た
」
(
『
宋
代
社
曾
経
済
史
研
究
』

「
宋
代
の
雇
傭
人
と
奴
縛
」
六
六
頁
)
と
述
べ
る
時
に
提
起
さ
れ
た
問
題
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
著
者
は
「
奴
稗
」
を
一
旦
雇
傭
人
身
分
と
論
定
し
た
後
は
、
再

び
こ
の
問
題
に
立
ち
戻
る
こ
と
は
し
な
い
(
三

O
頁
以
下
の
議
論
は
「
終
身
L

の
説
明
で
あ
っ
て
も

「
賎
と
な
る
」
の
説
明
で
は
な
い
〉
。
し
か
し
さ
て
、
そ

れ
ら
は
詐
稽
・
誤
用
・
形
骸
的
用
法
だ
と
言
い
切
れ
ば
そ
れ
で
話
は
済
む
の
だ

ろ
う
か
、
あ
る
い
は
議
論
を
法
身
分
に
限
り
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
間
い
は
問
わ

な
く
て
良
い
問
い
・
法
身
分
と
は
無
関
係
な
話
題
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

勿
論
、
法
身
分
と
し
て
図
法
の
中
に
定
着
さ
れ
強
行
さ
れ
る
局
面
を
取
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
専
ら
図
家
権
力
の
作
用
と
し
て
論
ず
る
他
は
な
く
、
ま
た
そ
の

際
に
王
朝
側
が
均
け
る
、
良
民
・
高
民
の
並
列
は
一
君
に
よ
る
政
治
的
統
治
の

産
物
で
あ
り
、
ま
た
首
一
該
一
君
に
よ
り
そ
の
良
民
身
分
を
剥
奪
さ
れ
た
者
が
賎

民
で
あ
る
と
い
う
公
式
的
定
義
に
従
え
ば
、
図
家
権
力
の
媒
介
を
経
ず
し
て
賎

民
が
生
ま
れ
る
誇
も
な
い
と
言
う
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
史
料

を
見
れ
ば
明
ら
か
な
と
お
り
、
民
逮
は
そ
う
し
た
図
家
的
認
定
を
ま
っ
て
初
め

て
「
賎
」
「
奴
解
」
用
語
を
用
い
て
い
る
誇
で
も
な
い
。
民
間
史
料
を
素
直
に

讃
む
限
り
、
人
々
は
自
立
し
て
生
き
て
ゆ
く
震
の
基
盤
を
失
い
も
は
や
「
卒
民

に
歯
せ
な
」
く
な
っ
た
存
在
全
般
を
由
来
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
に
賎
と
呼

ぴ
、
縁
坐
波
官
と
い
っ
た
側
は
む
し
ろ
そ
こ
に
陥
る
経
路
の
代
表
格
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
民
に
は
民
な
り
の
階
層
的
賎
民
観
が
園
家

と
は
濁
自
に
あ
っ
た
と
言
う
他
な
い
。
も
と
か
ら
園
法
上
の
奴
稗
身
分
で
は
な

い
存
在
に
つ
い
て
も
「
脱
賎
還
良
」
と
い
う
園
家
的
措
置
の
必
要
が
改
め
て
論

じ
ら
れ
て
し
ま
う
所
以
で
あ
る
。

た
だ
民
聞
の
身
分
翻
念
と
園
家
の
支
配
理
念
・
身
分
構
想
は
常
に
背
反
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
「
恩
義
」
を
め
ぐ
る
相
闘
型
の
身
分
観
念
は
、
著
者

も
言
う
と
お
り
宋
代
以
降
明
ら
か
に
園
家
祉
曾
の
後
方
に
共
有
さ
れ
て
い
た

(
そ
し
て
ま
た
そ
れ
は
所
詮
は
親
嵐
律
の
擬
制
的
披
張
に
他
な
ら
な
い
と
い
う

意
味
で
唐
代
と
の
連
繍
性
も
持
っ
て
い
た
)
。
た
だ
「
奴
稗
」
や
「
賎
」
と
い

っ
た
階
層
型
の
身
分
観
念
に
つ
い
て
は
清
初
に
至
る
ま
で
園
家
と
杜
曾
の
組
騒

が
績
い
た
、
或
い
は
園
家
と
祉
曾
と
の
聞
で
針
話
が
績
け
ら
れ
た
。
激
烈
な
競

争
吐
舎
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
に
民
(
具
盤
的
に
は
個
々
の
同
居
共
財
の
家
)
は

自
立
自
存
を
傘
び
不
用
意
に
人
の
劣
位
に
立
た
ぬ
様
に
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
頑

張
っ
た
反
面
、
そ
の
自
存
を
保
て
ず
に
他
家
の
給
養
を
受
け
ま
た
そ
の
代
償
と

し
て
他
家
主
人
に
撞
に
使
喚
さ
れ
る
地
位
、
即
ち
「
僕
」
た
る
地
位
に
甘
ん
ず

る
者
を
、
ま
さ
に
そ
の
一
瓢
に
お
い
て
自
立
者
た
る
資
格
を
自
ら
放
棄
し
た
失

格
者
、
天
下
の
公
民
遠
か
ら
な
る
舞
蓬
か
ら
の
脱
落
者
と
し
て
賎
視
し
、
繰
り

返
し
既
存
の
奴
稗
・
縁
坐
の
罪
人
淫
と
同
一
視
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
射
し

て
園
家
の
側
は
、
他
人
に
一
方
的
に
役
使
さ
れ
る
こ
と
を
賎
覗
ず
る
債
値
観
を

基
本
的
に
共
有
し
(
雇
傭
人
を
賎
民
と
し
な
い
宋
元
明
朝
も
「
主
僕
の
分
」
と

い
う
言
葉
は
使
っ
た
て
ま
た
園
い
込
み
や
す
い
一
定
の
職
業
集
圏
全
践
に
封

す
る
賎
視
に
つ
い
て
は
概
ね
迫
認
し
つ
つ
も
、
一
般
人
民
に
つ
い
て
そ
の
賎
視

が
そ
の
身
に
固
定
化
す
る
こ
と
、
即
ち
奴
稗
「
身
分
」
と
ま
で
な
る
こ
と
は
嫌

い
績
け
た
。
し
か
し
最
後
に
祉
舎
の
側
が
勝
利
す
る
。
清
朝
園
家
が
最
後
に
採

用
し
た
の
は
、
社
舎
の
側
の
基
準
を
自
ら
の
基
準
と
し
て
積
極
的
に
取
り
込
む

道
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
賎
民
性
は
、
園
家
権
力
と
の
位
置
関
係
で
は
な
く
湾

民
社
曾
と
の
位
置
関
係
で
定
義
さ
れ
る
。
園
家
は
む
し
ろ
民
聞
で
抱
か
れ
る
格
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差
の
感
売
を
、
客
観
的
な
明
文
規
定
に
整
理
す
る
方
向
に
そ
の
努
力
を
傾
け
、

そ
し
て
そ
の
格
差
の
程
度
が
雇
工
人
律
の
刑
罰
レ
ン
ジ
で
は
足
り
な
く
な
れ
ば

既
存
の
奴
稗
律
を
そ
の
用
途
に
用
い
も
し
た
。
更
に
差
別
の
下
限
、
雇
工
人
律

と
凡
人
律
の
適
用
の
境
目
に
つ
い
て
は
、
清
朝
園
家
は
つ
い
に
は
そ
の
基
準
の

客
観
化
・
明
文
化
す
ら
も
放
棄
し
て
そ
の
剣
定
を
丸
ご
と
祉
曾
日
常
生
活
の
側

に
委
ね
て
し
ま
っ
た
(
乾
隆
五
十
三
年
篠
例
は
、
要
は
嘗
事
者
社
曾
の
人
々
が

「
主
僕
の
分
」
あ
り
と
考
え
る
関
係
に
つ
い
て
は
園
家
の
側
も
雇
工
人
律
を
適

用
す
る
と
言
う
だ
け
で
あ
る
〉
。
そ
し
て
そ
れ
も
園
家
統
治
理
念
の
一
つ
の
あ

り
方
に
は
這
い
な
い
。

身
分
法
・
法
身
分
を
論
ず
る
に
際
し
て
著
者
が
従
前
の
軍
純
素
朴
な
反
映
論

を
批
剣
し
、
王
朝
の
支
配
理
念
が
果
た
す
濁
自
の
機
能
に
着
目
す
る
こ
と
は
勿

論
正
し
い
。
し
か
し
そ
の
王
朝
の
支
配
理
念
が
相
針
す
る
枇
舎
側
に
あ
っ
た
も

の
も
単
純
な
事
質
的
吠
態
で
は
な
く
、
そ
れ
自
慢
も
一
種
の
身
分
構
想
・
一
定

の
理
念
の
産
物
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
身
分
構
想
は
、
か
つ
て
考
え
ら
れ
た

よ
う
な
階
級
関
係
に
相
即
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
慢
が
ま
た
奇
妙
に
斉

民
型
・
良
賎
型
の
形
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
枇
舎
こ
そ
が
こ
の
一

君
・
こ
の
良
賎
制
を
支
え
て
い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
な
れ
ば

良
賎
闘
係
・
階
層
的
法
身
分
を
論
ず
る
際
に
も
、
ま
さ
に
雇
傭
人
法
・
相
閥
的

身
分
関
係
を
論
ず
る
際
に
著
者
自
身
が
既
に
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
曾
の

側
に
あ
る
身
分
観
念
と
園
家
の
側
の
身
分
観
念
・
支
配
理
念
を
摺
り
合
わ
せ
る

形
の
議
論
が
必
要
且
つ
遁
切
な
の
で
は
な
い
か
(
何
よ
り
そ
れ
を
依
け
ば
最
後

に
園
家
論
・
支
配
理
念
論
の
側
が
手
詰
ま
り
に
な
る
)
。
そ
し
て
寅
際
、
社
曾

の
中
に
あ
る
そ
の
湾
民
型
の
身
分
構
想
は
、
下
に
向
か
っ
て
賎
民
差
別
を
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
上
に
向
か
っ
て
自
分
遣
の
上
位
に
立
つ
身
分
的
存
在
を
も
作

り
出
し
、
そ
ち
ら
も
ま
た
薗
家
の
支
配
理
念
と
の
聞
で
順
接
逆
接
雨
様
の
交
渉

関
係
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
社
曾
的
形
成
と
園
家
的
承
認
の
相
互
作
用
と
し

て
展
開
さ
れ
る
著
者
の
宋
代
士
人
論
が
占
め
る
べ
き
位
置
も
、
恐
ら
く
こ
こ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。

民
も
ま
た
全
秩
序
を
構
想
す
る
。
素
朴
な
階
級
反
映
論
を
批
判
す
る
の
と
一

緒
に
民
間
の
身
分
観
念
を
流
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
を
逆
に

し
て
言
う
な
ら
、
良
賎
を
め
ぐ
っ
て
先
祭
遼
が
「
階
級
関
係
」
と
い
う
(
今
か

ら
考
え
れ
ば
幾
ら
か
不
適
切
な
)
用
語
で
論
じ
て
き
た
問
題
の
中
の
幾
っ
か

が
、
案
外
に
こ
う
し
た
階
層
的
身
分
関
係
の
(
更
に
言
え
ば
政
治
支
配
の
)
粧

品
間
的
起
源
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
く
。
制
到
話
の
徐
地
と
必
要
は
な
お

多
く
残
っ
て
い
る
様
に
思
え
る
。

最
後
に
史
料
操
作
が
絡
む
個
別
的
な
問
題
の
中
か
ら
、
大
局
翻
に
関
わ
り
且

つ
行
論
中
で
幾
ら
か
議
論
に
凸
凹
が
あ
る
様
に
思
え
る
三
貼
に
つ
い
て
の
み
手

短
に
疑
問
を
述
べ
る
。

第
一
。
著
者
は
、
地
客
等
が
奴
稗
身
分
で
も
遁
常
の
佃
戸
身
分
で
も
な
く
雇

傭
人
身
分
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
論
ず
る
際
に
、
な
ぜ
か
「
小
農
民
等
が
波

落
し
て
地
客
・
回
僕
と
な
る
際
に
は
:
・
ま
ず
も
っ
て
人
身
の
雇
契
な
い
し
典

契
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
」
(
五
六
頁
)
と
い
っ
た
推
定
を
挟
む
。

し
か
し
或
る
人
聞
が
雇
傭
人
身
分
で
あ
っ
た
〈
そ
の
人
聞
に
雇
傭
人
法
が
適
用

さ
れ
た
)
と
論
ず
る
た
め
に
、
諌
め
そ
こ
に
雇
用
契
約
が
貧
在
し
た
と
言
う
必

要
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
明
清
属
工
人
律
に
つ
い
て
言
え
ば
、
既
に
重
田
氏
や
著
者
が
指
掃
す

る
と
お
り
、
雇
工
人
と
い
う
名
を
頂
く
に
せ
よ
そ
の
規
定
は
所
詮
は
主
人
奴
稗

関
係
と
凡
人
間
と
の
中
間
に
あ
る
依
存
関
係
全
部
に
共
通
し
て
用
い
る
「
汎
用

の
刑
罰
目
盛
り
」
に
過
ぎ
ず
、
賞
際
、
奴
稗
律
よ
り
も
軽
い
目
盛
り
が
求
め
ら

れ
る
所
ど
こ
で
も
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
著
者
自
身
も
、
宋
代
雇
傭
人
法
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の
適
用
封
象
を
探
る
に
際
し
嘗
初
よ
り
主
家
に
同
居
し
て
給
養
を
受
け
る
と
い

う
生
活
質
態
に
着
目
し
、
後
に
そ
の
身
分
格
差
の
存
立
の
根
銭
を
恩
養
婚
配
と

い
っ
た
恩
義
に
一
本
化
す
る
。
な
ら
ば
宋
元
雇
傭
人
身
分
に
つ
い
て
も
(
二
九

頁
以
下
で
す
る
の
と
は
逆
に
〉
む
し
ろ
生
活
上
の
依
存
質
態
の
側
を
基
軸
と
し

て
定
義
を
し
、
典
雇
等
の
雇
傭
関
係
は
む
し
ろ
そ
こ
へ
陥
る
典
型
的
な
経
路
と

し
て
位
置
づ
け
た
方
が
、
却
っ
て
恩
顧
関
係
へ
の
多
様
な
陥
り
方
へ
の
目
配
り

も
放
き
、
ま
た
特
定
の
租
佃
関
係
に
到
す
る
雇
傭
人
法
適
用
の
背
景
を
よ
り
素

直
に
整
理
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
。
著
者
は
佃
客
の
法
身
分
が
北
宋
か
ら
南
宋
、
更
に
元
へ
と
低
下
し
た

と
い
う
通
設
的
な
理
解
に
糾
問
し
て
、
北
宋
元
結
期
に
一
等
加
減
の
通
則
的
規
定

が
成
立
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
南
宋
期
の
二
位
一
寸
減
規
定
は
一
通
則
的
規
定
と

は
讃
め
な
い
こ
と
、
ま
た
南
宋
の
犯
姦
規
定
を
除
き
元
代
ま
で
主
犯
佃
客
時
の

減
等
規
定
は
あ
っ
て
も
逆
に
佃
客
犯
主
時
の
加
重
規
定
は
見
あ
た
ら
な
い
こ
と

を
以
っ
て
、
佃
戸
の
法
的
地
位
は
む
し
ろ
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
上
昇
し
元

代
に
は
凡
人
並
に
回
復
し
て
い
た
と
の
濁
自
の
推
定
を
封
置
す
る
(
第
二
章
第

一
節
)
。

し
か
し
許
者
に
は
、
元
秘
五
年
規
定
の
方
が
本
首
に
「
通
則
的
規
定
」
な
の

か
と
い
う
側
に
却
っ
て
疑
問
が
残
り
(
身
分
を
め
ぐ
っ
て
九
人
関
ベ

l
ス
の
通

則
的
な
加
減
規
定
の
例
を
他
に
見
な
い
。
ま
た
本
項
「
謀
殺
盗
詐
有
所
規
求
避

克
者
不
滅
」
と
、
明
清
律

「
良
賎
相
殿
」
第
一
項
の
除
外
規
定
の
あ
り
方
、
即

ち
至
死
者
は
加
減
せ
ず
ま
た
「
相
侵
財
物
者
〈
加
盗
向
精
強
奪
詐
欺
菰
騎
恐
郎
求

索
之
類
)
不
用
此
(
加
減
)
律
L

と
の
類
似
性
は
、
む
し
ろ
こ
の
規
定
自
鍾
が

貨
は
闘
般
関
係
の
規
定
な
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
抱
か
せ
る
て
ま
た
佃

客
犯
主
規
定
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
を
手
懸
か
り
に
佃
戸
側
の
地
位
の
み
が

「
凡
人
並
に
」
回
復
し
た
と
い
う
議
論
も
、
身
分
的
刑
罰
加
減
の
上
下
射
稽
性

に
つ
い
て
の
常
識
的
な
想
定
を
覆
す
程
に
根
援
の
あ
る
議
論
と
は
思
え
な
い

(
し
か
も
そ
れ
は
著
者
の
恩
義
論
と
も
雨
立
し
な
い
)
。

む
し
ろ
著
者
が
最
後
の
最
後
に
述
べ
る
「
こ
と
地
主
佃
客
関
係
に
関
し
て
は

一
貫
し
た
原
則
に
よ
っ
て
法
の
整
備
が
計
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
。
宋
元
代
の
地

主
佃
客
閥
係
に
到
す
る
法
律
上
の
規
定
や
行
政
上
の
謝
態
に
は
原
則
の
鉄
如
と

揺
れ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
」
(
一

O
O頁
)
と
い
う
結
論
こ
そ

が
史
料
状
況
(
更
に
は
質
務
の
賓
態
)
に
見
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

第
三
。
著
者
は
租
契
に
基
づ
く
主
佃
関
係
に
は
「
主
僕
の
分
」
が
無
い
(
何

よ
り
も
そ
れ
を
言
う
史
料
自
鐙
が
無
い
〉
と
い
う
主
張
の
裏
側
と
し
て
、
し
か

し
そ
う
し
た
主
佃
関
係
に
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
す
べ
か
ら
く
「
主
佃
の
分
」
が

あ
り
、
彼
ら
に
は
主
佃
幕
法
が
適
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
論
陣
を
張
る

2
ハ
囚

頁
以
下

・
一
O
一
頁
以
下
等
。
な
お
こ
の
語
を
め
ぐ
っ
て
は
「
長
幼
の
序
」
と

の
針
比
文
脈
も
あ
る
が
こ
こ
で
は
燭
れ
な
い
〉
。
し
か
し
本
書
全
曲
涯
を
通
じ
て

「
主
佃
之
分
」
の
語
が
載
る
史
料
と
し
て
は
『
大
清
律
按
語
』
威
力
制
縛
人

保

・
乾
隆
五
年
僚
例
に
つ
い
て
の
按
語
「
佃
戸
雌
輿
奴
稗
不
問
、
既
有
主
佃
之

分
、
亦
輿
卒
人
有
開
」

一
例
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
類
語
ま
で
横
げ
て
も

『
清
明
集
』
「
亦
不
復
願
主
佃
名
分
」

「
一
主
一
佃
名
分
時
間
然
」
の
二
つ
が
加

わ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
三
例
と
も
所
詮
は
、
主
人
と
佃
戸
の
関
係
を

取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
九
人
間
と
は
異
な
る
何
ら
か
の
上
下
関
係
が
あ
る
と
言

う
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
内
容
は
最
初
か
ら
不
定
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
著
者

は
こ
の
一

一請
を
挺
子
に
、
宋
か
ら
清
ま
で
の
租
契
に
基
づ
く
す
べ
て
の
主
佃
関

係
に
つ
い
て
同

一
の

「
主
佃
の
分
」

・
恩
義
の
存
在
を
想
定
し
、
更
に
次
い
で

そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
形
で
、
同
じ
恩
義
関
係
が
あ
り
な
が
ら
何
故
宋
代
だ
け
に

主
佃
専
法
が
生
ま
れ
た
の
か
(
何
故
明
代
以
後
そ
れ
が
消
え
た
の
か
)
と
い
う

疑
問
を
立
て
そ
こ
か
ら
明
代
に
お
け
る

「
良
賎
制
の
復
活
」
論
へ
と
話
を
進
め
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し
か
し
ま
ず
何
よ
り
著
者
は
、
雇
傭
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
麗
備
の
契
約
関
係

で
は
な
く
そ
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
特
定
の
生
活
寅
態
が
法
身
分
を
生
み
出

す
と
い
う
こ
と
、
即
ち
雇
傭
人
身
分
に
な
る
の
は
雇
傭
人
の
一
部
で
あ
り
残
り

は
凡
人
関
係
に
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
な
ら
ば
租
佃
契
約
に
つ
い
て
も

ま
ず
は
具
種
的
な
生
活
寅
態
に
聞
し
て
主
佃
事
法
の
封
象
側
を
絞
っ
て
ゆ
く
方

が
議
論
方
法
と
し
て
素
直
で
あ
ろ
う
。
聞
ち
、
雇
傭
人
法
の
適
用
根
擦
と
し
て

「
主
僕
の
分
」
を
論
ず
る
時
と
同
じ
仕
方
で
「
主
佃
の
分
」
用
語
を
使
う
な
ら

ば
、
主
佃
の
分
は
却
っ
て
租
佃
契
約
関
係
全
部
に
封
態
し
な
い
方
が
自
然
で
あ

り
、
ま
た
反
射
に
す
べ
て
の
主
佃
が
持
つ
上
下
関
係
の
表
現
と
し
て
「
主
佃
の

分
」
を
諮
る
な
ら
、
そ
れ
は
も
は
や
身
分
法
と
直
結
し
な
い
方
が
適
切
で
あ

る
。
何
故
に
佃
戸
・
租
佃
契
約
関
係
に
つ
い
て
だ
け
こ
う
し
た
硬
直
的
・
質
鐙

論
的
な
議
論
方
法
が
残
る
の
か
が
良
く
分
か
ら
な
い
。
ま
た
確
か
に
著
者
が
言

う
と
お
り
主
佃
専
法
の
消
滅
の
側
か
ら
「
佃
戸
の
身
分
解
放
」
を
硬
く
論
誼
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
租
佃
関
係
の
重
心
的
形
態
が
宋
元
か
ら
明
清
に

か
け
て
、
流
浪
す
る
か
さ
も
な
く
ば
完
全
に
他
家
に
牧
養
さ
れ
て
し
ま
う
か
と

い
っ
た
境
遇
に
あ
る
細
民
を
用
い
て
地
主
が
行
う
土
地
経
営
関
係
か
ら
、
無
産

な
が
ら
も
極
力
自
立
を
目
指
す
定
着
農
民
家
族
と
地
主
と
の
聞
の
相
資
相
養
の

協
働
関
係
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
ぬ
以
上
、
租
佃
関
係
賓
態

の
側
を
不
努
と
措
い
て
統
治
理
念
側
だ
け
を
唯
一
の
嬰
数
と
す
る
か
の
議
論
に

も
や
は
り
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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さ
て
、
本
書
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
著
者
は
何
故
か
っ
身
分
法
と
い
う
覗

究
か
ら
中
園
祉
舎
を
研
究
し
た
場
合
、
得
ら
れ
る
成
果
は
決
し
て
大
き
い
も
の

で
は
な
い
と
い
う
の
が
私
の
素
直
な
印
象
で
あ
る
。
身
分
な
い
し
身
分
法
は
中

園
枇
曾
を
解
き
明
か
す
基
軸
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
黙
に
こ
そ
あ
る
い
は
身

分
法
の
研
究
意
義
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
っ
と
と
箱
晦
し
、
そ
の
理
由

と
し
て
(
皇
帯
を
ま
で
含
む
)
垂
直
的
身
分
移
動
の
頻
繁
さ
を
翠
げ
る
。
確
か

に
「
祉
曾
」
と
い
う
言
葉
を
狭
く
生
産
関
係
の
こ
と
と
取
る
な
ら
ば
、
身
分
法

研
究
か
ら
そ
れ
を
復
原
す
る
道
は
殆
ど
無
い
(
そ
こ
に
至
る
最
後
の
橋
を
著
者

が
落
と
し
て
し
ま
っ
た
)
。
し
か
し
そ
の
言
葉
が
指
す
封
象
を
庚
く
諸
人
間
関

の
秩
序
附
け
の
あ
り
方
と
考
え
る
な
ら
、
む
し
ろ
登
場
人
物
が
激
し
く
交
替
し

な
が
ら
も
何
故
か
繰
り
返
し
同
じ
枠
組
み
が
再
生
産
さ
れ
鋪
明
け
た
貼
こ
そ
が
却

っ
て
こ
の
祉
曾
の
顕
著
な
特
質
、
解
き
明
か
さ
れ
る
べ
き
秘
密
で
あ
り
、
そ
し

て
そ
の
特
質
の
集
中
間
な
現
れ
と
し
て
こ
の
身
分
制
度
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
研

究
す
る
意
義
が
無
い
わ
け
も
な
い
。
し
か
も
千
年
輩
位
と
い
う
長
い
レ
ン
ジ
で

あ
る
が
、
園
家
身
分
法
の
枠
組
み
は
ゆ
っ
く
り
と
愛
容
を
績
け
て
い
た
。
そ
し

て
著
者
は
本
書
に
結
賞
す
る
諸
研
究
を
通
じ
て
そ
の
枠
組
み
の
固
定
と
推
移
の

爾
相
を
共
に
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
成
果
が
決
し
て
小
さ
い
筈
も
な
い
。
幸
い

に
も
著
者
は
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
の
最
後
で
は
「
今
後
と
も
大
方
の
御
批
正

を
得
て
身
分
と
身
分
法
の
研
究
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
」
(
・
と
と
言
わ

れ
て
い
る
。
著
者
の
研
究
が
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
深
化
を
途
げ
る
こ
と
を
評
者

も
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。
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